
平成 30年 10月 30日（火）Ｂブロック研修 アンケート集計 

 

テーマ：災害で施設が孤立しても耐え抜くための知識と備え 

 

☆講演 平塚保健福祉事務所秦野センター保健福祉課 管理栄養士 櫻井様 

よく理解できた 8人 

だいたい理解できた 19人 

あまり理解できなかった 0人 

理解できなかった 0人 

 

 感想等 

 ・分かりやすい資料でとても良かった 

 ・地元の福祉事務所で秦野の資料を参考にして研修を受けたことがあったので内容確認 

  ができた 

 ・災害対策ツールを活用させて頂きます 

 ・非常食の内容について再検討しておりセルフチェック表・ヒント集の存在を知らなか   

  ったのでこれらを用いて進めていこうと思います 

 ・具体的なチャートがあり分かりやすかった 

 ・実際の災害時の話が聞けてよかった 

 ・給水場が非常時にどこになるか知らなかったので確認しようと思う 

 ・改めて施設での対応が大丈夫か考えるきっかけになった 

  非常食を実際に使った訓練も必要と思った 

 ・備えセルフチェック表などの存在を知らなかったので HPにアクセスしてみようと 

  思った 

 ・もう少し具体的な話があると良かった 

 

☆老健 100床で必要な備蓄、非常食の紹介 相日防災株式会社 清水様 

とても参考になった 10人 

参考になった 18人 

参考にならなかった 0人 

 

 感想等 

 ・はじめて見る商品も多く参考になった 

 ・食品以外の備蓄品についても参考になった 

 ・非常食はなかなか試食できない為、ありがたいと思った 

  



 ・災害時に利用する利用者様の食形態に合っているか検討する上で参考になった 

 ・非常食を準備する上で飲料水や調理水、アレルギーへの対応など注意する点について 

  知ることができ参考になった 

 ・当施設の非常食は非現実的なので参考になる備蓄食を知ることができよかった 

 ・嚥下の弱い方にもたべやすい食品の紹介があればと思いました 

 ・餅は老健向きではない 

 

☆研修会全体へのご意見・ご感想等 

 ・食形態の落ちた方の対応方法をもう少し具体例があると嬉しかった 

 ・災害時、困ったことがあっても行政には頼れないことを実感した 

  近隣施設栄養士とヨコの繋がりを作っておいた方がよいと思った 

 ・試食の準備をして頂いたようですがもう少し静かに準備して下さい 

  講師の先生に失礼ではないですか？ 

 ・9月の厚木合同庁舎での備蓄食の話がすぐに取り組める内容だったので参考に 

  してほしい（曽我病院さんの話） 

 ・試食の見積もりが参考になった 

 

☆現状困っていることは何か 

 ・栄養科の新しい加算について、実際に行えている施設の話を聞きたい 

 ・嚥下困難者の方に対しての非常食献立がほしい 

 ・介護保険がかわり既に実地指導が入っている施設の情報がほしい 

 ・低栄養リスク改善加算をとるのが大変すぎて困っている 

  スクリーニング加算もサ担会議のしばりで困っている 

 ・委託給食会社との連携に関し（療養食、個別対応の契約との兼合い） 

 ・食形態、食種の展開、退所時などサマリーの共有の仕方 

 ・防災委員会は形だけで機能していない 

 

☆今後、部会で取り上げてほしいこと 

 ・被災者からの食事のことのお話も参考に聞きたい 

 ・業務改善、時間短縮できた事例を教えてほしい 

 ・嚥下困難者の方に提供する食事の栄養価のあげかた、行事食対応等 

 ・在宅復帰する際の退所前訪問（退所後訪問）で栄養士にできること 

 ・療養食加算について、個別対応の各施設の実態について 

 ・褥瘡ケア加算の栄養部門のアプローチについて  


